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導 入 十一三
口 画

各 々の企業体に於 けるEbPSの 導入計画予定は,そ れぞれ独 自性があ り,大 き さにおいて も,又EDP

の適用業務 に於いて も,種 々の差 異があるので一定 のワクに規定す る事は 出来 ないが,現 在,行 な われて いる

システムに対 しての演えき的 アプローチ と帰納的ア プローチを組合 わせ,計 画され てい る。

1.導 入 に関す る基 本 方 針の 確立O

EDPS導 入 の最 終 目的は利益の獲i得にある。

そ こで企業 としてEDPS導 入は何をね らうのか。 どの ような推進体制で導入 するのか。 どんな効果を期待す

るか。 な どの大 きな基本 方針 を確立す る事 に よって,将 来の作業が より効果的 に行 なえるのであ る。

2EDPS導 入 に よ って 得 られ る具 体 的効 果 ○

イ)管 理 的効果

ロ)直 接的効果

3.企 業 内 に おけ る協 力体 制O

EDPSの 導入 推進は担 当部署のみの職責ではな く関係 全部署の問題である。従っ て企業 としての基 本方

針の もとに全部署の協力体制 を確立 して円滑な推進をはか る事が必要である。

また導入後,目 標 を達成す るまで,き わめて長い年月を要し,こ の間計画時点 において も導入実施後にお

いて も幾多の困難に直面す る。 したがって短期間 での評価は避けて,円 滑 に問題点を解決 し,計 画的に推進

す る為め にも基本 方針が 必要 となる。

4.導 入 推進体 制 ○

推進組織の強弱は導入 の成果に大 きな影 響力を もた らす。 よって必要に して 十分な推進組織 の指導者には

権威あ る実力者 が選定 されるべ きで基本方針 としてこれ らの内容 を盛 り込む必要が ある。計画推進の適否は

推進組 織の能力いかんに よる場合が多いので,導 入に当 り,計 画,推 進を行な う組織 を作 り,こ れに適切な

人材を投入す る事 は極 めて重要な原則である。
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「

1)職 制 上の特定部 門が トップの指示 に より行な う場合

2)委 員会制度を設ける場合

3)職 制を設け る場合

等が考え られるが 可能 なかぎり職制を設定 し,計 画に専念 させ,責 任権限 を明確化 して推進 を徹底 させ る事

が望 ましい。 また必要な場合は他部署 との"対 話"の 場 として委 員会,分 科会等 を設け計画を推進す る方式

がオーソ ドックスな形態 といえる。

「機械化対 象の各職域 より委 員選出」

統 轄 責 任 者

EDPS

導入 担 当課長

6δ
EDPS導 入

推 進 委 員 会

?9
○

5.推 進 部門 の職 責権 限 ○
　

1)担 当役員:上 層部 に導入計画の承認を得 るため に,又 はそれまでの種 々の支障や問題点 に遭遇す る場

合,そ れ等を解 明す る全面的な権限を持つ。

推進部門の全面的バ ック ・ア ンプを担当す る。

2)統 轄責任者:導 入計画の進行過程を常に上層部 に伝達す る。

機械化の推進委 員会の定期的会合を通 して各部 門間の連絡 を円滑にす る。

導入計画に基 く予算統制の掌整

経織内の人 員配 置計画

担当役員の代行者

3)EDPS導 入 推進委 員会

EDPS導 入に関す る専門機関 として推進委 員会を設立す る。

この委員会において専門知識を養成 し,導 入後 において も諮問委 員会 として存在 させて もよい。

EDPS導 入担 当係の運営が 円滑 にゆ くよ う協力 しなければならない。

4)委 員会の職務 としては

導入計画の進行状況を定期的 に検 討す る。

新 らしい適用業務の可能性 を検討す る。

移行計画 とその進行状況 の連絡報告 とを検討す る。

会合 ごとに議事録 を作 り保管す る。

委 員会は統括責任者 に対する補佐機 関である。
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社内PRの 場 としての任務を もつ。

委 員会は管理階層別 に設け ると効果的であ る。

社 長

↓
EDPS導 入委員会

委員長

担当役員

委 員

関連部長

↓
職能別 専門委 員会

委員長

職能分野部長

委 員

関係課長

1

r

専 門 分 科 会

分科会長

関係課長

委 員

係長,一 般 社員

基本方針の決定

各種計画案の承認

導入計画の具体策の検討立案

シス テム設計家の審議立案

推進部門の長 に対 しての助 言

対象業務の職務調査

資料の収集

システムの詳細設計案 の作成

6.シ ス テ ム ・プラ ンナ ー(シ ステ ム ・エ ンジ ニア)

SEの 責任 は導入の基本方針に従い,経 営者が達成 しょうとしている 目的を理解 し,従 来 の処理方 式よ り

も効果的 に達成 す るシステムを作 りあげることである。

SEを 特徴ずけ る技術

職務内容
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要 件

7プ ロ グ ラ マ ー

プ ラ!ナ ーか ら 与 え ら れ た シ ス テ ム ・ブ ッ ク に基 づ い て,プPグ ラ ム ・チ ャ ー トを 作 成 し,そ の 全 体 的 構 造

につ い て プ ラ ン ナ ー に 説 明 し,チ ェ ッ ク を 受 け る 。

職 務 内 容

要 件

8.オ ペ レ ー タ ー

ラ ン ・ブ ッ ク に 基 づ きEDPSの 操 作 を 行 な う。

職 務 内 容

■

要 件

一63一



、

9.コ ーデ ィネ ー ター

電子計算機室は イ ンプッ ト,ア ウ トプ ッ トデ ータの授受が 多いので,室 内の業務の流れ を総括的 に監視 し,

調整をす る機能が必要である。 またそれ らのデータをチ ェックす る作業が必要 とな る。

職務 内容

要 件

10.キ ー パ ン チ ャ ー
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人 事 管 理 と 組 織
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人 事 管 理 と 組 織

人事管理 とは,人 間を管理す ることである。 企業はひ と りの人間では,は て し得 ない仕事を目的 としてい る。

したがって,複 数の人間ない しは多数 の人 びとの協働に よって,そ の 目的を達成 し ょうとす るのである。従来

より多 くの場合,資 本,機 械 設備,原 材料の ごとき物的要素の体系を も使 用するが,こ れらを活用 し,動 かす

のは人間であ り,ま た 目的達成 のため に必要な各種の活動を調整す るの も人間 である。 この様に企業の経営活動

には必 らず人間の活動,し か も協働がな くてはな らない。 このよ うな企業 のなかの多数 の人び とを管理す るの

が人事管理 の機能 にほかな らない。

人 事管理は経 営管理の一部分 ない し一側 面である。多数の人び との活動を管理す る合理的過程は,経 営管理

と呼ばれるが,そ のなか には生産管理,販 売管理,財 務管理,研 究開発管理な どとな らんで人事管理が含 まれ,

これ らの機能管理 を総括す る総合的な経営管理が必要であ る。逆にみれば企業全体 の総合的経 営管理の もとに,

機能別管理 の1つ として人事管理が あるのである。

経 営管理 の合理的過程は,総 合的経営管 理について も,ま た機能別管理について も,計 画,組 織化 お よび統

制の3つ か ら構成 され るとい うことがで きる。 もっとも経営管理過程をい ま少 し く異 なる過程 で説明す る論者

もあるけれ ど も,た とえば 目的 設定は計画のなかへ,充 員ないし配置は組織化 のなかへ含め ることが できる。

また経営管理過程は繰 り返 され る動 的な ものと見 るとき,こ れ も統制の一部 と解す るこ とができる。た だここ

で組織化 とは人間の協働枠組た る管 理組織 を整備す ることだけでな く,物 的条件の整備を も含めて考え ること

が適当で あろ う。

計画,組 織化お よび統制は経営管理 の合理主義的側面であるが,そ のほか に指導ない し リーダーシ ップを加

え る必要がある。けだし企業のなか の人 間は,選 択力を もち,あ る程度行動の 自由を もってい るから,企 業 の

目的達成 に勤労者達を協力せ しめる働 きかけが必要であって,人 間関係論 の発展い らい重要視されるよ うになっ

た。

(1)行 動科学の前身は人間関係論 とい って よい。

メイ ヨー,レ ス リスバ ーガー1927～1930

(2)制 度 派 経 済 学

ヴ ェ ブ レ ン,コ モ ンズ,パ ー ル マ ン
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(3)労 働 管 理 な い し人 事 管 理 の 研 究

テ ィー ド,メ トカ ー フ

(4)科 学 的 管 理

ア イ フ ー

(5)労 働医学ない し産業生理学

(6)労 働 心 理 学

ミ ュ ン ス タ ーベ ル ヒ

(7)経 営 者 の 役 割

バ ー ナ ー ド
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(8)組 織 にお け る 意 思 決 定(組 織 活 動 を シ ス テ ム と 解 す る)

(シ ス テ ム ズ ・ア プ ロ ー チ)

サ イ モ ン

(9)対 人能力 と組織有効性

アージ リス

QO)企 業の人 間的側 面

マ ックグ レガー

⑪ 経営 と人間組織

リカ ー ト
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運 営 上 の 諸 問 題





運 営 上 の 諸 問

1。 要 員 の 確 保,訓 練,モ ラ ー ル 維 持 方 策

題

2.EDP部 門の組織上の位置づけ

3.MISへ の 道 程

4.経 営管理へ役立つ とはど うい うことか
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イ ン プ ッ トチ ェ ック の 方 式

EDP作 業の管理上の問題点

オ ンライ ンの進め方

企業内におけ るPR,教 育

効果測定の方策

 

5

6

7

8

9



■

一70－

EDPS担 当部 門の所属形態

電子計算機部門の内部組織図(例)

■



●

一71

EDPS要 員の養成(教 育 ・訓練)

職能別教育内容表



デー ター 処 理(DATAPROCESSING)
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デー ター処 理(DATAPROCESSING)

1デ ータ ー と情報

我々は,日 常llデ ータtTと かIT情 報11と い う言葉を よ く耳にする。た とえば,「 過去のデータ に基づ いて

云々」,ま たは,「 あ る筋か らの情報 によれば ………云々」 といった具合であ る。 この場合,デ ータ

(Data)と か情報(Information)と い う言葉は全 く同 じ意味 に使われた り,あ るいは全 く異なった

意味で用い られた りしている。通常,デ ータ とい う言葉の定義は 「人間がその 目的 を完遂す るため に利用 可

能な もの」 とあ り,そ れは,言 葉であ り,書 物 であ り,そ のほか,世 の中のすべ ての現象であるか も知れな

い。 また,情 報 とは,「 その利用 可能な ものの うち ,人 間が選択 して自分に真に必要な もののみ を取 り出し

た一部分」 となってい る。 したがって,デ ータが広義であ り,情 報が狭義で あるといえ る
。

しか し,我 々が計算機用語 として使 う場合は,そ れ とは 若干意味が異なるよ うであ る
。

とい うのは,デ ータは形のあ るもの,情 報は形のないもの,と い う分類が比較的容易に出来 るからで ある
。

さらに細か くいえば,デ ータ とは,「 電 子計算機で問題を解決す るために,情 報 を形 のあるもの,た とえば,

文字,数 字あ るいは記号 として表 わした もの」 とい うことが出来 る。 この場合,情 報のすべてを形 として表

わす ことがで きれば,結 果 と して非常に利用価値 のあるデ ータを得 ることが できる訳であ るが ,一 般 にはそ

の よ うにいかないのが 普通であ る。 したが って,多 数の情報群 の中か ら係数化で きるものを撰択 し
,ま たは

加工 して電子計算機に分析 させ る。

この場合,情 報のほ うが広 義であ り,デ ータが狭義であ り,一 般の言葉の定義 とは全 く逆の立場 を採 るこ

とにな る。 一方,デ ータが電子計算機 によって分析 され,加 工 され,ま たは 計算 されて 目的 とす る答 にな
っ

た場合,再 びそれがデ ータ,ま たは情報 として使 われるのであ る。

このよ うに,デ ータ,あ るいは情報 とい う言葉は それを使 う人 ,使 う場合等 によって さまざまな意味に変

化 す る。

では,次 にこれ らの情報,ま たは データが どのよ うにして処理 され るのか,そ の道具 ,媒 体,過 程 につい

て述べ よ う。

2 、デ ータ ー処 理 の基 本形 式

現在,電 子計算機を使用 してい るところで,そ の使 用範囲の大半は このデ ータ処理 である。 毎 日,毎 日作

られ る伝票,帳 票な どのデータ を分類 した り,集 計した りしなが ら帳簿 を作成 して会計管理を行ない
,ま た

は 日程 計画表 を作って工程管理 に役立てた り,生 産台帳 を作 って製品の生産状況 を把握 した り,い ろいろな

形 でデ ータ処理が行 なわれてい る。

このデータ処理 のや り方は,電 子計算機 の大 きさ,ス ピー ド,ま たは周辺装 置(磁 気 テープ ,カ ー ド読取

装置,高 速度印刷装置な ど電 子計算機の本体 を中心にしてその周 りに付属す る機械 群)の 規模 などによ り,

いろい ろな処理形態を採 るが底辺 に流れる基本的なスタイルはいつ れの場合 も変わ りはない
。

つ ま り,基 本的な流 れ とい うのは,ま ず データをカー ド,あ るいは紙テープな どの入力媒体に移 し換え る

ことか ら始 まる。(以 下このカ ー ド,あ るいは紙 テープをデ ータ と呼ぶ) 。 次に これ らのデ ータを入力装置

を通 して中央処理装置 に記憶 させ,引 き続 きその内容を外部記憶装置(磁 気テー プ装 置 ,磁 気 ドラム装置な

ど)を 通 して記憶 媒体 に記録 する。 この記 憶 された1個 のデ ータを'「レコー ド"と 呼び ,そ の レコー ドの複

数個のかた ま りをtlフ ァイル|1と 呼ぶ。 デ ータ処理は このファイルが 中心にな って作業が進行す る
。
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こ の フ ァ イ ル の うち,そ の 中 心 に な る もの をTl親 フ ァ イ ルtl(マ ス タ ー ・フ ァ イ ル)・ 処 理 の 都 度 内 容 が

変 わ る フ ァ イル,つ ま り取 引 き に応 じて そ の 件 数,あ るい は 内 容 が 異 る もの を"取 引 き フ ァ イル"(ト ラ ン

ザ ク シ ョ ン ・フ ァ イ ル)と 呼 ぶ 。 更 に,こ の マ ス タ ー と トラ ン ザ ク シ ョ ンの 各 々 の フ ァ イル か ら作 り 出 さ れ

い つ で も要 求 に 応 じて 報 告 書 を 取 り 出 せ る よ うに 作 成 し た フ ァ イ ル をlt報 告 フ ァ イ ル,1(リ ポ ー ト ・フ ァ イ

ノレ)と い う。

リポ ー ト

フ ァ イ ル

伝 票,そ の 他 の

ソ ー ス'デ ー タ

デ ータ 読込 み

チ ェ ック機 能

トラン

ザクション ・

ファイル

新 マ スタ

フ ァ イ ル

マ ス タ ー

フ ァ イ ル

次 回 の マ ス タ ー ・フ ァ イ ル と

し て 使 用 す る。

図2-1.デ ー タ 処 理 の 一 例

図2-1は 在 庫 管 理 に お け る デ ー タ 処 理 の1つ の例 で あ る が,こ こ でTl新 マ ス タ ー ・フ ァ イ ル"と い う言

葉 が 出 て くる。 こ れ は,現 在 の マ ス タ ー ・フ ァ イル を トラ ンザ ク シ ョ ン ・デ ー タ に よ り ・ 新 し く作 り換 え た

フ ァ イ ル の こ と で あ る。 つ ま り,マ ス タ ー ・フ ァ イル に あ る 在 庫 量 は 出庫 す れ ば 減,入 庫 す れ ば 増 と い う処

理 を 各 々 の 在 庫 商 品 に 対 し て 行 な わ な け れ ば,最 新 の 在 庫 量 を 把 握 す る こ と が 出 来 なLl。 従 っ て,報 告 書 を
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作成す る一方マスター ・ファイルの更新 も合わせて行な うわけであ る。 この処理 をltフ ァイル ・メンテナ ン

スtlと 呼び,デ ータ処理には不 可欠 な作業 の1つ である。

次に これ らの ファイルを取 り扱 う上に必要な技法 について若干触れて見 よ う。

まず,デ ータ処 理に絶対 とい って 良い程 必要な技法 としてTT分 類1|(SORTING)が 上 げられる。その

他,必 要に応 じて使われ るものに併合(MERGEING),照 合(MATCHING),出(PULING)

な どが ある。

2.1分 類

デ ータを処理するにはかな らず データの順序,つ ま り並び方が問題 にな る。並 び方に不備な点がある

とプ ログラムの組 み方 に影響を与え,処 理時間や操作法に も悪影響を与えるこ とが少な くない。

先に上げた在庫管理の ファイル ・メ ンテナ ンスにおいて も,マ スタ ー ・ファイル と トランザク シ ョン

・ファイルのデータの 順序が何かの項 目で統一 されていなければ・非常に プログラムが煩雑にな り・また

無駄な時間(RUNNING・TIME)を 要す る。 これが例えば商品 コー ドの順に両方共並んでい れば遂

一始め のデータか ら処理 して行 くことが出来 る。何故ならマスター ・ファイルの方は1商 品につ き1コ

のデ ータしかないが トランザクシ ョンの方は同 じ商品が何回は いって くるか わか らない。従ってマスタ

ーにはいってい るAと い う商品の在庫増減を行 う場合,相 手 とな るべ き トランザクシ ョンは ファイル の

終 り迄一通 り調べなければ完全 とは言 えない。 これが先述の如 く商品コー ド順に並 んでいればA商 品が

はい って きて次にB商 品が きた とす ると,も うそこから先にはA商 品は絶対 にはい ってない とい うこ と

になる。 従って そこか ら先のデ ータについては調べる必要かない。

このよ うに分類 され てい るファイル とされていない ファイルでは,い ろい ろな面で優劣が 出て くる。

分類の方法 には大 きく分けて次の2通 りがあ る。

A.内 部分類

B.外 部分類

内部分類は計算機の コアの 中だけで行な う方法であ り,外 部分類は計算機 プラス周辺装置を用いて行

う分類法であ る。 しか し,現 在行われている ものは殆ん どといって良い程,外 部 分類である。何故 なら

データ量が多いため内部記憶装 置に全てデータを格納することが 不可能 だか らである。 次に内部分類 の

種類及び外 部分類 の種類を示す。

内部分類

基数法

併合法

選択法

挿入法

交換法

(RADIXSORT)

(MERGESORT)

(SORTBYSEI、ECTION)

(SORTBYINSERTION)

(SORTBYEXCHANGE)

外部分類

併 合法(MERGESORT)

多相併合法(POLY-PHASESORT)

以上の ように分類法 に もいろいろな種類があるが,そ の うち どの方法 を用いれば最 もスムーズに処理
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が 行 な え るか は 各 自考 え る 必 要 が あ る 。 そ れ は

イ 分 類 の 対 称 に な る も の は 何 か,カ ー ドか 磁 気 テ ー プ,あ る い は磁 気 デ ィ ス ク か 。

ロ 逆 読 み が 出 来 る か(磁 気 テ ー プ の 場 合)

ハ 分 類 機 な ど のP・C・Sが あ るか(カ ー ドの 場 合)
。

な どで あ る。

2.2フ ァ イル の 構 成

デ ー タ 処 理 に 使 わ れ る フ ァ イ ル は,カ ー ド,紙 テ ー プ,磁 気 デ ィ ス ク,磁 気 ドラ ム な ど を媒 体 と し て

作 成 さ れ る・が,現 在 一 般 に 最 も使 用 頻 度 の 高 い も の は 磁 気 テ ー プ ・フ ァ イ ル で あ る。

売 上 伝 票

原始データ

カ ー ド

.得意先コー ド0435145年3月3日

＼

/

品 名(コ ー ド) 数 量 単 価 金 額

!
:
i

l

i
l

∪

得意先 年 月 日 品 名 数 量 単価 金 額 7/

177787

00■ ■

10

2■

3● ■ ■ ■

4■ ■

5■

6

7

8

9

1234567891011121314151617181920

フ ァ イ ル [
川
y

プ/
//

//!

/
'

ニ

ニ

フ
/

ニ

二

二
づ

ニ

二

二

〃

二

二

ニ

〆

、

LI.R.G
v'一

『 ・ラ ベ ル レ コ ー ド
一

トレーラー・ラベル

ブロック

トー一一一一 ー フアイル ーー一一一

図2-2フ ァ イ ル の 構 成
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磁 気 テ ー プ ・フ ァ イ ル は 両 端 を ラ ベ ル で 区 切 ら れ て い る。 丁度 本 の 目次 と あ と 書 き の よ うな も の で あ

る。 始 め の ラ ベ ル を ヘ ッ ダ ー ・ラベ ル(HEADER .LABEL),終 りの ラベ ル を ト レー ラ ー.ラ ベ

ル(TRAILER・LABEL)と 呼 ぶ 。

ヘ ッ タ ー ・ ラ ベ ル に はllフ ァ イ ル 作 成 日付 ㌧ITフ ァ イ ル 名 称ITな ど そ の フ ァ イ ル に 関 し て 必 要 な

事 項 が 書 か れ て い,ト レ ー ラ ー ・ラベ ル に はtlフ ァ イル の ブ ロ ッ ク 件 数ll ,「1レ コ ー ド件 数1↑ な どが 書

か れ て い る 。

こ の ラベ ル は 処 理 に お い て フ ァ イ ル の 誤 っ た 使 用 を 防 止 す る た め に 設 け て お く も の で ,プ ロ グ ラ ム の

中 で チ ェ ッ ク が 行 な わ れ る。

ヘ ッ ダ ー ・ラ ベ ル の 次 か ら 実 際 の デ ー タ が 記 録 さ れ る が 記 録 単 位 は ブ ロ
ッ ク 毎 に な っ て い る。 フ ァ イ

ル の 成 り立 ち を 小 さい 項 目 順 に 示 す と1|ア イ テ ム"(ITEM) ,1|レ コ ー ドtl(REC6RD),Nプ

ロ ソク11(BLOCK)の 順 に な っ て い る 。 ア イ テ ム は デ ー タ 項 目 中景 も小 さ な 単 位 の 呼 び 名 で あ り,

図2-2フ ァ イ ル の 構 成 を例 に 採 る と11品 名 コ ー ド11,"年 月 日ITな ど が そ れ で あ る
。 次 に,こ れ ら の

Tlア イ テ ム1「が 複 数 個 集 ま
っ て レ コ ー ドを 形 成 す る。 こ の レ コ ー ドは 通 常 デ ー タ1件 分 に 相 当 す る 。 つ

ま り,カ ー ド1枚 が1レ コ ー ドで あ る よ うに 設 計 す る の が 最 も基 本 的 な や り方 で あ る
。

こ の レ コ ー ドが 複 数 個 集 ま っ て ブPソ ク を 形 成 す る。 但 し レ コ ー ド1個 で1つ の ブ ロ ッ ク を成 す 場 合

も あ る。

通 常,磁 気 テ ー プ に デ ー タ を 記 録 す る 場 合 は,全 て の デ ー タ を 一 度 に 記 録 す る こ とは 殆 ん ど な く
,何

回 か に 分 割 し て 記 録 す る の が 普 通 で あ る 。 カ ー ド1,000枚 分 の デ ー タ で あ れ ば(1枚 が1レ コ ー ドと

して)100枚 つ つ10回 とか,50枚 つ つ20回 と い う具 合 で あ る
。 これ は,磁 気 テ ー プ の 有 効 な 使

用 及 び ス ピ ー ド ・ア ン プ の た め で あ る。 こ の ブPッ ク が 読 み 書 き動 作 の1単 位 とな る
。

ブ ロ ック は 両 端 を1・R・G(INTERRECORDGAP)と い う空 白 部 で 押 さ え られ てい る
。 こ

の1.R.Gの 役 目 は 高 速 度 で動 作 す る テ ー プ の 制 止 を 行 な うた め の もの で 一 定 の 長 さ を 持
っ て い る 。

(3/4inch)。 従 っ て,ブ ロ ック の 数 が 多 い と 必 然 的 に こ の1.R.dも 多 く取 られ る 訳 で あ る
。 磁 気

テ ー プ の1inchに は300～1100桁 の デ ー タ を 記 録 出 来 る の で あ る か ら1 .R.Gの 長 さ,%

inch間 に は 約250～800桁 も記 録 出 来 る。 と い う こ とは,BLσCKの 長 さ を 短 か くし て そ の

数 を 多 くす れ ば,ブ ロ ック の 長 さ よ り も1.R.Gの 長 さ の 方 が 長 い とい う よ うな こ と に も な り ,テ ー プ

の 無 駄 使 い を す る こ と に な る。 従 っ て,フ ァ イ ル 作 成 を 行 う場 合 ,レ コ ー ドの 長 さ,ブ ロ ック の 長 さ な

ど も 良 く検 討 し て か ら 作 成 す べ き で あ る 。

3.デ ータ ー処 理 方式

データ処理 には基本的なスタイルがあることは先に述べたか,そ の処理 を行な う方法 は千差万別であ る。

なぜな ら,そ の方法は,機 械 の規模,デ ータの内容,入 力媒体な どによって左右 され るか らである
。つま り,

磁気テ 『プが設置 されていなければ磁気 テープ ・ファイルは作れない し,磁 気デ ィスクがなければ ランダム

'ア クセ スな処理 は不 可能 なのであるか ら・それ らが設置されている場合とされていない場合の処理方法が異な

るのは 当然である。 では,処 理方 式としてどの よ うな形があるか,そ れを図示 した ものが図3 .1デ ータ処理

区分表である。
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図3-1デ ー タ 処 理 区 分 表

区 分 データ処理方 式

人力媒体による区分

カ ー ド ・ベ ー ス 処 理

紙 テ ー プ ・ベ ー ス 処 理

周辺装置の種類,ま たはその設置台数に よる区分

順 次 処 理

テ ンダム処理

電子計算機の動作 ・メモ リーサイズ等 による区分

並 行 処 理

多 重 処 理

通信回線の使用の可否による区分

オフライ ン処理

オ ンライン処理

デ ータの とらえ方 による区分

バ ッチ 処 理

リア ル ・タ イ ム 処 理

電子計算機の規模 と機能による区分
タ イ ム ・シ ア リ ン グ 処 理

3.1入 力媒体 に よる区分

斑 蝶体心 一 ドと紙テ づ の齢 の最 も異なる点は ・デ ー・を鯉 す る以前 分類カミ昧 る(カ ー

ド),出 来ない(紙 ‥ プ)・ い う顛 あ・.従 って紙テープの揚鍋 娼 のデ 　・の場合は不向 きで

あ、.し か し蝿 のデ ー弼 場合はカー ドよ ・/も醐 緬 を持ってい・・何故な ら・カー ドは1枚 に記

財 、量 が8・ 桁 ・制限があるが,紙 テ ープには長 さの納 ・い うのは 全然な く・デ'タ1件 分の長さ

は何桁で もか まわない.こ の よう醜 由か ら事務計算 にはカ ー ド・ベ ース科学計算 には紙テープ ◆ベ ー

ス とい うのが一般 的な概念の よ うであ る。

3.2周 辺装置の種類,ま たはその設置台数 による区分

ここでい 凋 辺鑓 とは外綱 憾 置の こと締 し磁 気テープ・臨 デ ・スク・あるいは硫 ドラ

ムな どの設置状態をい う。

願 テ ープ、繍 デ,ス クとでは ファイ・レの調 形態 ・言己録の仕方 ・取 咄 し方 に相勘 ある・磁気

テープの処理順序舗 から順に処理 してい く逐次 式で あ り・顧 デ ・スク(まどの嚇 か らで も醜 にデ

ータを取 咄 し処蹴 ることので きる即時式である・別 名・磁気テープ'フ ァイ・レをシーケンシァノレ'

ファイ,レ(SEQUENC・AL・F・LE)・ 顧 デ ・ス・ ・ファイ・レをダイ レク ト'ア クセス'フ ァ

,ル(D、RECTA・CESS・ ・LE)・ い う・従 って雌 のス ピー ・嘔 気デ ・スクの方が数

倍速い。 しか し記憶量か らいえぱ磁気 テープの方が多い。

これらの理由に より,そ の処 理過程 も自ず から変 って来 る訳である。

3.3電 子計算機の動作,メ モ リーサイズな どによる区分

計繊 において複継 数式の漸 を行って … 齢 賑 してい ・鑓 群は殆ん ど動作 してい ない・ ま

た,顧 テ ープの酪 をライガ リンタ ーにE・刷 してい る間は計談 の本体 つ まり中央処畦 置は大部

鋤 いていない状態で ある.・ れ らの鰍 をな くすため購 えられたのが つ 重処副 とか"同 時並行

処 理ITで あ る。

多 重 処 理(MULTIPLEOPERATI・ON)

同 時 並 行 処 理(C6NCURRENTOPERATION)
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並行処理(PARALLELOPERATION)

上記の3つ の処理方法は計算機の空 時間を出来 るだけ少な くし ょうとい う思想 は変 りはないが その各

々は処理方法 において若干異 っている。

多重処理:1つ の作業 を行ない なが らその空時間を見付 けて他 の処理を行な う方法。

同時並行処 理:最 初か ら複数 個の作業 を組み合わせ てプログラムを作成 し同時に処理 を行 う方法。

並行処理:周 辺装置を同時に働 らかせ る方法。

(例)TAPETOTAPEとTAPETOPRINTを 同時に行な うこ と。

これ らの処理 を行な うため には,計 算機 自身 として

イ.高 速であること

ロ.メ モ リーサイズが大 きい こと

ハ.磁 気ディスク,磁 気 ドラムな どランダム ・アクセス ・メモ リーが完備 してい ること。

な どが必要 である。

3.4通 信回線 の使用の可否による区分

通信回線 を使った処理方法 には オフ ・ライ ン方式とオンライン方 式の2つ があ る。

端末装置(タ ー ミナル)か ら送信 された データを受信装 置で受信 し紙テープな どに一度移 し,任 意 の

時間 に一括 して処理を行 う方法 をオフ ・ライ ン方式 と呼び,受 信 したデ ータを他の媒体 に記録す ること

な く直接計算機にイ ンプ ッ トす る方法をオ ンライン方式 と呼ぶ。

3.5デ ータの とらえ方による区分

デ ータをあ る一定量 まとめて処理す る方法をバ ッチ処理 と呼び,デ ータの発生の都度処理す る方法 を

リアルタイム処理 と呼ぶ。

列 車の座 席予約,銀 行の窓 口業務等 はその例 である。 しか し,一 般のデータ処理 においてはその大半

がバ ッチ処理であ る。

オ ンライ ン方式では リモ ー ト・バ ソチ処理 とオ ンライ ン ・リアル タイ ム処理 に分かれ る。

3.6電 子計算機の規模 と機能に よる区分

タイム ・シェア リング(TIMESHARING:時 分割制御)方 式

先に説明したCONCURRENTOPERATIONの 機能 を より複雑 にし,夏 にオ ンライ ン処理

の機能 も含み,そ の他OR,SIMULATIONな どの処理 も可能である。 これは電子計算機 の共同

利 用 とい う思想 に結びつ くものであ る。
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コン ピ ュー タ導入 手順





コ ン ピ ュ ー タ 導 入 手 順

1.コ ンピュー タ活用成功 の条件

① 安 易な仕事を手 がけない で,む しろ直面 してい る緊要 な問題 に直接取 り組ん だ こと。

② 成功 した組織 は,積 極的 に組織 を機械 化に,適 応 させて きている。

③ 経営活動 のいろいろの側面 に コン ピュータを中心 とす るシステムを うま く利用 してい る。

④ 現状 のシステム,手 続,決 定方法 を導入前 に整備 している。

(コ ン ピ ュータの効率 よい活用 は導入前の計画や準備 の良否にかかっている。)

⑤ 最 も有能 な人材が システム設計 に携 っている。

⑥ 実施計画は慎重 で具体的 に立 て られてい る。

⑦ トップ ・マネ ジメン トは最初 か ら最後 まで計画に対 して強い関心 と支持 を与 え てい る
。

2.導 入にあた っての心がまえ

(1)経 営 者

① コンピュータの活用 を考 える基 盤 をつ くること。(ト ップの決心)

社内の反対,抵 抗打破,説 得

② 何 に よって経営 の実態 を把握す るかを きめ る。(判 断基準)

③ 判断の基準が できた ら,そ の指標 を各部門の長に対 し,そ の実現のためいか なる管理 が必要か を研 究

させ る。
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(2)管 理 者

① 自分の現在行 っている仕事 を何 とか して コン ピューターに や らせ ることがで きる ようにする こと。

(「 入 間は人間に しか で きぬ ことをす るためにある」 とい う心 境)

② 現在の仕事の改善点 を見つけ出しその改善 を行なうこと。

③ 新 しい事態に適応できるシステムの変更を考え うる能力を有すること。

④ コンピュータか らのア ウ トプ ッ トは管理 に役立つ ものである こと。

⑤ コ ン ピ ュ ー タ の 特 性 を 知 る こ と。

⑥ 数字や資料を分析 し,そ の意味を理解 し問題点 を発見する能力を有すること。

5.導 入にあたっての一般的注意事項

① コンピュータ導入の利益は人件費の節減にあるより,む しろ経営管理(販 売管理,生 産管理等)の 改善

にょって積極的に利潤 をふやし活動のムダをなくす点にある。(大 量の作業事務の機械化は別)

従 って全体では人手はへらないにしても実際上相当人数の職種転換はさけえられない。そのためには訓

練計画など作成 し摩擦を最少限にとどめるよう努力することが必要である。

② コン ピュータ自体は高価 で あるが,こ れが費用のすべ てではな く,そ の他の付属装置,設 備その他 シス

テム設計な どに非常 に多 くの費用 と手 間が必要 である ことを認識す る。

③ コン ピュータは しっか りした命令 を与 えればその限 りにおい て,正 確,迅 速 に処理 を行 なって くれ るが

自分 で気を きかせ ることは全 くない。

従 って事前に十分 なシステムデザインを行 ない,周 到 なプ ログ ラムを作 りあげる準備期 間が必要 で ある。

(少 くとも1年,大 きなシステムでは数年間必要)

「電子計算機 とハサ ミは使 い よう」 といわれ るよ うに使い方につい て十分研究 して行 なわ ないと コン ピ

ュータの導入は非 常に危険 な投資 になる。

(コ ンピュータを導入 さえすれば合理化が で きるなどと決 して思わない こと)

●
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④ 導入の初めの段階では大量の手作業の機械化,例 えば給与計算 とか,在 庫計算 などの事務が とりあげら

れやす』 このことは経済比較 して手作業よりも得になるならば勿論機械化を進めることはよい。 しかし

本当の利益は,こ のデータ処理が経営管理に結びついて有効適切な処置をとることにあることを忘れては

ならなレ㌔

⑤ コン ピュータの使用時間は大 き くみ す ぎない ことが必 要。

ロスタイムは少 くとも30%ぐ らい ある といわれている。

プ ログ ラムの手直 し時 間,リ ラン時 間,準 備時 間(ハ ン ドリング タイム)

プ ログ ラムの不良に よる ロス,プ ロセスス ケジュールの不良に よる遊 び時間

⑥ コン ピュータの能 力を発揮 させるか ど うかは コン ピュータに一与える プ ログ ラムの質 と量 に よって きまる。

勿論 プログ ラムを作 るのは プログラマ ーであるが,コ ン ピュータに豊 富な プ ログ ラム ライブラ リがあ ると

そ れだけ作業が軽減 される。 従 って コン ピュータの選定 に当ってはハ ー ドウェアのみの性能に重点 をお き

す ぎてはいけ なレ㌔

⑦ コン ピュータの導入に当 ってメ ーカか らの プ ログ ラム援助に頼 りきらない こと。

合理化は 自分でや るもので,メ ーカーがや って くれる ものでは なレ、 自分で苦労 して勉強す る心 が まえ

が必要 で ある。

⑧ システ ム設計は担当者 自らシステ ム設計 をや って しま うとライン部 門の協力がえ られに くくなる。 ライ

ンの人 々 を教 育 して協力 してや る方 が回 り道 の よ うであるが,よ い結果 をえ られやすい。

⑨ 多 くのシステムを平行 して設計す る場合は システム設計についての手続規定 を作 ってお く必要 がある。

一見手数 がかかる ようで あるが,こ れ をやっておか ないで設計不十分 な もの をもち込 まれ,プ ログ ラマー

が困る ことに もな り,作 業 の測定 が困難 とな り,ス ケジュールがで きない ことに なる。

⑩ 担当者があまりに も現実主義的であると,現 実にとちわれすぎてそのシステムが実現 した数年後にはすで

に古 くなってしまって役に立たぬ ものになる危険がある。

(ラ イン部門の人達は保守的になりやすい)

⑪ コン ピュータシステムを成功 させ るには,入 力データが正確で ある ことが極めて重要 である。

従 って入力 データの チ ェ ックや コーデ ィングには十分注意 をは ら う必要が ある。
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⑫ コンピュータシステ ムの前後 には必 ず手 作業が ある。 この部分 を合理化 してマ ッチ させ ない とシステ ム

と して完成 しない。

デ ータの集 中方法 や,チ ェ ックの方法,送 付方法,決 裁の仕方 な どがこれである。

4.コ ンピュー タ利用によ る効果 と導入 の動機

(1)コ ン ピュータ利用 の直接効果

業務処理の迅速化

業務処理の正確化

人件費節約

ファイル管理の容易化

人件費以外の経費節約

在庫の減少

納期短縮

その他

27.7%

26.6%

20.8%

10.1%

6.6%

4.2%

3.1%

0.9%

100%

なお間接効果 としては,

社内情報流通 の円滑化,判 断意思決定の迅速正確化,経 営状況 の評価 、企業の イメージア ップ,モ ラル

の 向上,作 業効率の測定,不 正行為の防止 があげ られてい る。 〔コン ピュータ白書 〕

② 導入の動機

事務量の増大,労 働力の不足をカバーのため

月報,日 報の迅速,正 確な作成

コンピュータ中心の管理 システムの確立

従来できなかった計算調査を実施するため

人件費の相対的節減

コス ト・利益を管理

在庫統制の自動的実施

間接費節減

フレッシュな経営情報の把握

経営に対する社員の意識を高めるため

市場環境の変化に迅速に対応するため

日程管理の向上により能率向上をはかる

技術設計の質の向上

13.7%

13.7%

10.4%

9.4%

8.2%

8.1%

7.4%

6.5%

6.1%

5.7%

5.2%

3.9%

1.7%

100%

〔中小企業電子計算機利用調査 〕
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5.導 入手順

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

コンピ一夕導入に関する基本方針の確立

寺

導入推進組織の設置

↓

導入計画(予 備)日 程表作成

}
コン ピュータ適用業務の選定

↓

適用業務の現状分析

十

シシステム予備設計

†

コン ピュータ導入 承認

↓

機種の選定 ・発注

↓

1導 入計画日程表作成

↓

コンピュータ業務組織への再編計画

↓

コン ピュータ機械化へ の諸設計

↓

業務手続規定の整備 ・改訂

↓

機械化業務移行計画

▲

受入準備完成

麟 欝 撒 鷲鵠。

灘i:1三ll撫 設 撃三1

6.コ ンピュー タ適用業務

事業 目的の達成のための活動 を大 き くとらえ るとつ ぎの よ うなシステ ムがある。

① 営業 システムPR－ 注文 一 販 売

② 生産 システ ム 生産命 令 一 生産 一 保管 一 出荷
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③ 資材 システ ム

④ 経理 システム

⑤ 人事 システム

材料購入 一 保管 一 出荷

‡劃 劃 一記帳

採用 一 訓練 一 配置等

①～⑤のシステムは互に関連 し合っている。

以下,い くつかの例について述べる。

(1)営 業システム

⑤ 販売予測 ・計画 システム

市場調査 → 販売予測 → 販売計画

⑤ 受注出荷システム

受注 → 在庫確認 → 出荷

◎ 請求 ・回収システム

売掛記録 → 請求 → 代金回収

⑥ 販売統計 システム

販売統計 → 次期計画

(2)経 理会計 システム

会計 システム

予算 システム

経営計画

シ ス ア ム

日計(月 計)表

原価報告書

貸借対照表

損益計算書

経営分析表

販売予算

製造予算

資金予算

人件費予算

損益計算書,経 営

経営分析表 など

需要予測

販売計画

生産計画

設備計画

人員計画
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購買計画

/
資金計画

予定損益計算書

予定貸借対照表 など

(3)売 上 ・在庫管理 シス テムの例

①

②

③

④

売 上伝票

`売 上カード

売上テープ

(C-T)

売上テープ

(分類ずみ

売上テ ープ

(処理ずみ

売上日(月)報

売 上 テ ー プ

ランザ クシ ョン

T
ー

⑤

庫

タ

ブ

在

ス

一

旧

マ

テ

新在庫

マスタ

アーフ

⊥
在庫一覧表

原始データ → 入力媒体変換

入力媒体 → 記録媒体変換

次の作業のための分類

売上 日(月)報 作成

次の作業のための分類

在庫表作成
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(4)コ ン ビ=.一 夕適 用 業 務 の実 態

適 用 業 務 製 造 業 非 製造 業 全 業 種

営 業 32.1 40.2 35.9

在 庫 24.7 26.2 25.4

労 務 17.0 8.4 13.1

計 画 8.0 15.8 11.6

経 理 9.4 8.9 9.1

生 産 8.8 0.5 4.9

計 100% 100% 100%

業

障

務

理

画

産

常

在

労

経

計

生

販売(受 注),売 掛金,仕 入等の日常営業活動

製造業における資材,非 製造業における商品等の在庫管理

給与,社 会保険

経理,基 本事務

利益計画,販 売計画,各 種統計など管理面に活用される計画

生産計画,報 告,

〔中小企業電子計算機利用調査,中 小企業庁 〕

Zコ ンピュー タ導入資金計画

導入のための一時的経費(イ ニシアル ・コス ト)

導入後 の継続的経費(ラ ンニング ・コス ト)

(1)導 入 のための経費(イ ニシアル ・コス ト)

(a)導 入準備組織(人 件 費)

㈲ 組織や手続 を変更す るための費用

(報 告 様式,伝 票様式の変更,会 議 費,調 査費)

(c)機 械室の設備費用等

電源,空 調設備,防 音工 事,間 仕切 り,床 工事,配 線工 事,(借 料),カ ー ド,テ ープ保管用キャ

ビネ ット類

(d)コ ン ピュータ(直 接費)

買取 り

(e)諸 掛

運賃,据 付調整費

② 導入後の ランニングコス ト

(a)人 件費
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(b)レ ンタル料又 は償却費,保 守,保 険費

(c)消 耗品 費

(d}減 価償却費

(e)電 力 ・光熱費

(f)霊 代地代

(9)固 定資産税

(3)コ ンピュータ運用 費用 の実 態

EDPS運 用費用 大 型
A 、翌 「/≡ 一型 当(千 円)〆

月平均費用 二 次
産 業

三 次

産 業
その他

レンタル料

2225万 円

以 上

555万 円

>2225万 円
88万 円

～555万 円
22万 円

～88万 円
22万 円

以 下 平 均

人 件 費 2,812 3,490 1,708 11,298 5,084 1,776 373 163 3,037

レ ン タ ル 料 5,694 6,866 3583 36,906 9441 2444 481 107 6ρ71

機 械 償 却 費 514 1448 61 6,802 1,344 197 105 23 882

保 守 保 険 費 161 183 38 561 351 57 13 7 164

カード紙 テープ費 296 408 269 1,543 604 150 41 12 342

硫 舞zク 費
422 434 940 2,392 789 186 8 0 456

プ リン ト用紙費 625 580 556 2995 1ユ61 185 38 12 602

委 託 計 算 費 288 203 26 1222 341 145 2 0 238

さん孔検 孔費 150 584 55 1,164 724 97 26 0 328

そ の 他 367 292 31 1286 585 148 12 30 317

計 11,334 14,493 7272 66,171 20,429 5,389 UO3 355 12440

〔1969年 コン ピュータ白書:(財)日 本経営 情報 開発協会 〕

月間運用費

(千 円)

レンタル料
カ ー ド

テ ープ 代

プリンタ

用 紙 代

動 力

冷 房 費
人件費 そ の他

費 用
合 計

単 独 利 用

センター利用

製 造 業

非製造業

製 造 業

非製造業

469

851

20

44

1

27

64

(月 間 平 均 計 算 委 託 額)

1

7

26

1

270

454

48

79

841

1,518

262

333

(昭44.10.中 小 企業電子計算機 利用調査:中 小 企業庁 〕

一9一



売i高 に対す るEDPS投 資比率

月間総運用費
EDPS

平 均 投 資 率
上 限 下 限

千円 % % %
第2次 産 業 14,074 0,261 0.95 0.05

(財)

日 第3次 産 業 14,621 0,061 1.08 0.01

本 繊 維 12,587 0.20 0.95 0.05

経
化 学 ・石 油 10,439 0.20 0.91 0.07

営

情 鉄 鋼 99,278 0.41 0.62 0.27

報 電 気 機 器 13,250 0.43 0.81 α08

開
輸 送 用 機 器 15,073 0.22 0.95 0.05

発

協 卸小売 ・商 事 8,559 0.07 1.08 0.01

会 金 融 31,976 0.04 0.36 0.02

調 保 険 24,451 0.03 0.90 0.01

査
計 算 受 託 等 7,380 45.65 110.40 8.56

中小企業 製造業(中 小企業) 0.42 L30 0.19

庁調査
(昭44)

非製造業(中 小企業) 0.29 1.53 0.14

8.コ ンピ ュー タ機種の選定

コン ピュータは経営手段 として対 象 となる業務に適合する実用的でかつ効果的 な システム設計に あては ま

る ものを選定 する必要 がある。

川 機種選定上の検討事項

① 適用業務は経営における過去のデ…タの整理か現在のデータの整理か,将 来のためのデータ整理力〉

② 適用業務 を処理するに最低限に必要な機能 をもった機械構成。

③ 機械 の導入後,構 成 を変更す ることは資金,電 源,ス ペ ース,プ ログ ラム,そ の他の面で問題 が発生

するので将来 において も構成 の変 更の ない よう,ま たは簡単 に構成変更 で きる よう将来 適用業務 の範 囲

の拡大 に対応 して拡大 できるか処理方 式に も対応 しうるか、(メ モ リは大 きい方が よい。 周辺機器 は追

加で きる。)

④ 価 格
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⑤ 機 械 自体 の 性 能,プ ロ グ ラ ム方 式

演 算,メ モ リ ー容 量,イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ ト,プ ログ ラム の 完 備 程 度,プ ロ グ ラ ム方 式

⑥ 機種は メーカーの新機 種開発 の方向 と一致 してい るか,既 利用台数は どの程度か(信 頼性)。

⑦ 既利用者の適用業務の中に計画 した適用業務 と類似 した処理方式があるか,処 理時間は?

⑧ 既利用の うち一 番多い機械 構成は どん なものがあるか。標 準構成 をえ らぶ。

(万 一の ときバ ックア ップや プ ログ ラムの変更がない)

② 機器構成上の検討

① システムの内容

事務計算主体か科学技術計算 を主体とするのか。

科学技術用 … 入出力機能 より演算機能

事務用 … 入出力装置の多様性 と高速性

② 入 出力デ ータの量 と種類

この量 と種類に よって入 出力,処 理装置の構成 を適切 に定 め る。

またデ ータの発 生す る場 所,デ ータを受取 る場所の遠近に よってデ ータ伝送回線 と結合す る形 をとる

場 合 もある。

本体 は処理業務 の特性 や処理量,頻 度,自 動 プログ ラミング システムなどを考慮 して主記憶装 置の大

きさや演算能 力が きめ られ る。主記憶装置は容量 が大 きい程 よいが,限 度があるのでこれを補 う意 味で

磁気 テープ,ド ラム,デ ィスクを用い るのが普通 である。

③ マス ター ・ファ イルの様式

事務計算 では プア イル ・メインテナンスの処理 が基本 をなしてお り,業 務 の性格 か ら機器の構成 が き

まって くる。

マス タファイルの量,ト ランザクシ ョンの量,コ ン トロール項 目の種類,メ ンテナンスのタイ ミング

に よって,磁 気テ ープか磁気 ディスクか などを決定す る。
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④ 一般的 な構成は入力 ・出力 ・補 助記憶 装置の3つ の部分 に どの よ うな装置 を採用するかによってコン

ピュータの構成が きめ られ てい る。

⑤ ①～④と価格 との比較検討

(3)イ ン プ ッ トの 選 定

光学文字読取装置

インプ ッ トの選定方法については未 だ定形化 された方式 はない が,一 般 的 にはつ ぎの方法 が とられてい

る。

① インプ ッ ト装置の特性分析か ら出発 して,そ の装置 の特性 とインプ ッ トデータの形 態 とを組合せ るこ

とによって検 討する。

② 集中か,分 散か,つ まり媒体作 成者 を専従 にするか,非 専従 にするか とい うデータギャザ リングの面か

ら検討す る。

③ 経済性の面か ら検討する。

読取装置,オ フライン装置(せ ん孔機,検 孔機),備 品費,消 耗 品の費用 な ど

現在,も っとも多 く用 い られ てい るものは原始帳票 をカー ドまたは紙 テープ変 体に交換す る方式で あ

る。
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カ ー ド 紙 テ ー プ

カー ド1枚 が単位 デ ータの長 さ 制限 な し

基本的事項
1枚 に80(90)ケ タ収容 印字で き 印字できない

る 。

不連続 連続

伝 票が1枚80ケ タ以下の とき ケタ数の制限 がな く,無 駄 がない

伝 票:カ ー.ド ー1:1に 対 応 して

転 記 取扱いが便利であるが80ケ タ以

上の ときは カー ドが2枚 以 上にな

ってキ ーが余分に必要 となる。

検 査 ・訂 正
間違 ったカー ドのみさ しかえれ ばよ 訂正は複雑

㌦

帳 票 機 能 帳票 と して利用で きる。 帳票 として利用 できない。

IDP方 式 との関連 『

有利

費 用 紙テ ープよ り高価 安価

紛失,汚 れ,破 損に注意する必要が 一

そ の 他
あ る。

ノ

ω アウ トプ ットの選定

回

LP

ラ イ ン プ リン タ

紙テープせん孔装置

カー ドせ ん孔装置

MT

磁気テープ装置

(1/0併 用)

(1/0併 用)
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(1/0併 用)

磁気デ ィスク,磁 気 ドラム・

(〃)

デ ィスプレイ装置,XYプ ッタなど

CCU(〃)

通信 制御装置

㈲ コ ン ピ ュ ー タの 構 成

(a)カ ー ドペ ー ス 構 成

(b)紙 テ ー プ ベ ー ス 構 成

(c)磁 気 テ ー プ ベ ー ス構 成

(d)ラ ン ダ ム 処 理 構 成

(e)リ ア ル タ イ ム処 理 構 成

コ ン ピ ュ ー タの 基 本 構 成

①

②

/

TW

CPU

㊥

③

/

CR

CR

CPU

I、.P
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「

④

ア イス ク

または ドラム

⑤

いずれか

一方の場合 も

ある

9.電 子 計算機室の設備

最近 の コン ピュータはICな どの採用に より,非 常 に安定 し,小 型化 してい るが,使 用条件 が コン ピュー

タに適 さない条件にな った とき誤動作 を起 す場合 もあ り,磁 気 テ ープ,磁 気 ディスク,カ ー ドなど他 の要 因

か ら予期せぬ事故 を起す こ とがある。

設備計画は計算機導入に当 って1回 限 りの問題 であ り,プ ログ ラムの問題ほ ど一般 の関心 をひか ないが,

極 めて重要 な問題 であ り,そ れに要す る費用 もレンタル価格の2～3倍 を要する場 合 も少 くない。

従 って最低の費用 で期 間内に コン ピュータの使用条件 を満足 させる諸設備 を完成 させ ることが必要 である。

(1)設 備計画

① 機種,台 数,設 備条件 の確認

② 設備担当者の決定

③ 計算機室の条件調査.場 所の決定

④ 計算機室の構造,工 事の仕様の検討

⑤ 計算機搬入計画

⑥ 計算機の配置の検討,決 定

⑦ ケーブルの長 さ,配 置の決定
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⑧ 電圧装置の仕様の決定,発 注

⑨ 空調仕様の検討 ・発注

⑩ 室 工 事

⑪ 床孔位置決定 と工事

⑫ 電源工事,据 付,テ ス ト

⑬ 空調機,据 付,テ ス ト

⑭ 計算機の搬入,据 付

⇔ 総合調整テス ト

② 電子計算機室

電源室 計算 機 室

(空 調)

テープ類

保存室

保 守 室
プ ログラム室

(事 務室)

O

O

O

システ ムの内容 によっては,

パ ンチ室必要

3.3m2/1人

保 守室 中規模以上になる と

7～16m2必 要

(設 置場所) 搬入路(エ レベ ータ,階 段,窓)

面 積

床の強度(補 強可能か)

天井 の高 さ

十分な電力

空調可能か(給 排水 ダク ト)

関係各 室の連絡

磁気,振 動,浸 水
一16一



(計算機のレイアウ ト)

各装置の外形寸法

各装置の保守面積

操作員の通路

ケーブルの長 さと接続関係

各装置がフリースタンデング(他 の装置に隣接せずに設置)か どうか。

各装置のケーブル取入口とケーブルダク トとの関係

コンソールの位置と作業の流れ

出入口と関係各室 との関係

付属機器,什 器類の配置

部屋の方位,柱 の位置,窓 の位置

照明の位置

配置上の外観

(3)テ ープ類保存室

磁気 テ ープ,磁 気 デ ィスクパ ック,カ ー ド,紙 テープの保存室

磁 気 テ ー プ 磁気 ディスクパ ック カ ー ド

温度18～27℃ 10～32℃ 5～35℃

湿度30～70% 20～80% 30～70%

長期保存のとき この範囲をこえたとき 最適条件は

温度4～40℃ は24時 間上記状態に 20～25℃

温湿度条件
湿度20～80% 放置 した後使用 50～65%

この範囲を越えたときは使用 湿度差のあるときは一定時間

時間の24時 間前より使用時 カー ドを使用状態のもとに放

と同一状態 にお く必要 あ り。 置 の こと。 な らし時 間

湿度差10%1日 間

20%10日 間

磁界条件 10エ ル ス テ ッ ド以 下 50エ ル ス テ ッ ド以 下 一

防塵の考慮 をされたプラスチ プ ラ ス チ ック ケ ー ス に 来せん孔 カー ド

ックケースに入 れて保 存 入れて保存(防 塵) 1万 枚単位に包装されている

か らこれを単位に保存

そ の 他 せん孔 カー ド

金属性 キャ ビネ ットの引出 し

に収 納,又 は2000枚 入 の

箱に収納,1万 枚単位にして

来せん孔 カー ドに準 じる。
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(4)計 算機室内の工事

① ケ ー ブ ル ダ ク ト

電源 ケーブル 信 号 ケーブル(シ グナルテープ・レ)敬 の方法で保護する・

(a)床 上 ダク ト方式

床の上に ケーブル をそ の ままのせ,そ の上を鉄板 、木箱 な どでふた した もの。

(床 に凸凹がで きるの で作業能率 が下 る恐 れあ り。体裁悪 し。)

㈲ レース ウエイ方式

床に上床 を作 りその間に所定の 巾の深 さを有す る溝 を作 る。 その溝の中に ケーブル を配線す る。

費用安価。 ケーブルの移動困難。

(c)フ リーアクセス方式

床の上に特殊な脚 を林 立 させて,そ の上に特殊 な構造 の床材 を使 って上床 を作 る方 式

レ_ス ウエ イ方式 とことな リケーブル を自由には わせ る ことがで きる。 上床は どこで も取外 し可

能 。

ケーブルの長短 に よる処置や将来の増設時 における移動 も容易。 費用高価。

② 床の強度 500Kg/m2の 荷重に耐え ること。

③ 床の表面材料

耐油性。 防塵性。 耐火性。 弾力性。 絶縁性。 吸音性。

ビニール系が適 当(ビ ニール タイル,ロ ン リウム ・リノ リウムなど)

④ 防音設備

せん孔装置,印 刷装置など 70～80フ ォ ン(1000～3000サ イ ク ル)

グ ラス ウール,吸 音材斜

壁,天 井

(防 音工事の1例)

⑤ 窓,照 明

照明,一 般事務室 と同 じ 影の出来 ない配置
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標 準 照 度500ル ック ス(700～300ル ック ス)

二重 ガ ラス窓

非平行二重 に した方が断熱,防 音,防 塵,効 果大

⑤ 空調設備

計算機 室の温湿度条件(温 湿度記録計 を備 える)

温 度 湿 度

18～260C40～70%

(希 望 条 件)21～24℃40～60%

(機 械停止 の とき)5～350C20～90%

各装置の配置

各装置の高 さ

空気 の取 り入 れ口,吹 き出 し口

各 装置の後 側の空気 だま り

作業員 に対する新鮮 な空気 の補給

(a}オ ーバーヘ ッド式

天井裏叉は天井下に敷設 されたダク トを通 じ送風 を行 ない空調 を行 な う。

(b)フ リースタンデイング式

室 内に直接空調機 を設置 して空調 を行 な う。(比 較的小規模 システム)

(c)床 下式

床下 よ り装置底部 をとお して直接装置内に冷却空気 を送 る。換気 は天井裏 などの リターンダク トで

行 な う。(a)と併用が必要 。

⑥ 電 源

電 圧,周 波数,相 数

電圧 士10%

周波数 士0.5Hz

力率70～90%.

o安 定装 置 を通 して供給 する必要が ある。

○ エ レベータ,空 調,ポ ンプなど負荷の変動 の大 きい もの との共用 さける。

O現 在お よび将来の電 力事情

o設 置予定場所 の受電状態

定周波定電圧装置 の容量 計算機 の各装置 の全所要電力

計算機 の起動電力

将来における装置 の増設
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分電盤

(7)安 全管理

消火設備(消 火器)

清掃 土足厳禁,禁 煙

データ保管(非 常の場合の持出し)
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